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(57)【要約】

【課題】標的認識部位に付加するヌクレオチド数が少な

いにもかかわらず、部位特異的編集を誘導可能な短鎖型

の編集ガイドＲＮＡを提供する。

【解決手段】標的ＲＮＡを特定する第一オリゴヌクレオ

チドと、第一オリゴヌクレオチドの３＇側に連結する第

二オリゴヌクレオチドとを備え、前記第一オリゴヌクレ

オチドは、前記標的ＲＮＡ中のアデノシン残基に対応す

る標的対応ヌクレオチド残基と、前記標的対応ヌクレオ

チド残基の５＇側に連結し、前記標的ＲＮＡに相補的な

塩基配列を有する１５から３０残基のオリゴヌクレオチ

ドと、前記標的対応ヌクレオチド残基の３＇側に連結し

、前記標的ＲＮＡに相補的な塩基配列を有する３から４

残基のオリゴヌクレオチドとからなり、前記第二オリゴ

ヌクレオチドは、２から２４個のヌクレオチド残基から

なり、前記標的ＲＮＡに対する部位特異的編集を誘導す

るオリゴヌクレオチドである。

【選択図】図１
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